
単元指導計画 ６年生 学習したことを生かして

「海の命 「今、君たちに伝えたいこと 「生きる」」 」
【 】単元の目標

○学習全体のめあてをもち、これまで身につけてきた国語の力を発揮して３編の作品を読み、自分

なりの学習課題や学習方法を考え、取り組むことで、自ら学び自ら考える力を高める。

【 】単元の評価規準

国語への関心・意欲・態度 読む能力 言語に対する知識・理解・技能

・３編の作品とその作者に興味 ・登場人物の気持ちや場面の描 ・学習を進めたり自分の考えを

、をもち、身につけた国語の力 写など、優れた表現を味わい 確かめたり深めたりするなど

を発揮して読もうとしている ながら読み、作品の主題を考 効果的な表現をもとに話し合。

えたり自分の考えや感想をも い、自分の意見や考えを伝え

っている。 ようとしている。

・自分の考えを広げたり深めた

りするために、必要な図書資

料を選んで読んでいる。

時 ねらい 学習活動 評価規準・評価方法 指導・援助

これ までの学習とそ ○３つの作品の題名を確認 関心・意欲・態度 これまでに身 につけ【 】

の成 果を振り返る。 する。 異なる文種の３つの たことを生か して、

３つ の作品の題名に ３つの作品の内容から、 作品を学習していく 課題を設定す るため

着目 し、中心的な内 共通点を見つけ学習テー ことで、自分の力を に、それぞれ の題名

容を 予測したり、疑 マをつくろう。 さらに伸ばそうとす の中にある『命 『伝』

問に 思うことを挙げ ○ 「 海 の 命 「 今 、 君 た ち る意欲をもっている え た い 『 生 き る 』」 。 』

たり しながら目的を に 伝 え た い こ と 「 生 き （発言・ノート） というキーワ ードに」

もっ て通読し、作品 る」という題名から予想 着目させ、そ こから

１ に興 味をもつことが される中心的な内容を話 イメージをふ くらま

。できる。 し合う。 せるよう声をかける

○３つの作品を通読し 『生、

き方』を考えていくとい

う共通課題をもつ。

お父さんやお母さんに、

これからの「生き方」に

ついて自分の考えを伝え

る意見文を書こう。

○ノートにまとめ自己評価

「海 の命」のあらす ○太一を通した課題を作っ 【読むこと】 自力で読み取 れるよ

じを とらえ、自分の ていくことを確認する。 単なる感想や想像で う、一行空き が大き

生き 方について考え 場面ごとに太一の生き方 はなく、主人公の太 な時の流れを 表して

てい けるよう、学習 が分かる言葉を見つけよ 一の生き方を読み取 いること、ま た、太

２ 計画を立てる。 う。 ろうと叙述や文脈に 一が主語とな る文章

○１から６場面の太一の年 基づいた確かな読み や会話文に着 目する

齢と生き方を感じさせる 取りを心がけている とよいことを話す。。

言葉や叙述を探す。 （発言・ノート）

○ノートにまとめ自己評価

「海 の命」第１場面 ○第１場面を読み、課題を 【読むこと】 おとうの様子 から、

を読 み、父と一緒に 確認する。 太一の気持ちを表す 太一はこんな おとう

海に 出ることが願い 太一のおとうに対する思 「ぼくは」や、おと をどう思って いただ

だっ た太一の気持ち いを読み取ろう。 うの様子を表す「父 ろう、という ことを

３ を読 み取ることがで ○「ぼくは漁師になる。お は」という言葉に続 考えるもとにする。

きる。 とうといっしょに海に出 く文章から太一の気

る ん だ 」 と い う 言 葉 に 持ちの根拠を読み取。

着目し 考えを交流する っている。、 。

○ノートにまとめ自己評価 （発言・ノート）



「海 の命」第２場面 ○第２場面を読み、課題を 【読むこと】 父が死んだ瀬 に毎日

を読 み、中学を卒業 確認する。 父が死んだ瀬に毎日 行ってつりを してい

する 年の夏、無理や 太一が与吉じいさの弟子 一本釣りに行ってい る与吉じいさ と、お

り与 吉じいさの弟子 になったわけを読み取ろ る与吉じいさの様子 とうの行動や 言葉に

にな った太一の気持 う。 と言葉、なかなかつ 共通点がない かとい
４

ちを 読み取ることが ○与吉じいさの言葉から太 り糸を握らせてもら うことも考え て、太

できる。 一が与吉じいさから学ん えなかった太一の気 一の弟子入り のわけ

、 。 。だことを考え 話し合う 持ちを読み取ってい を考えるように話す

○ノートにまとめ自己評価 る。

（発言・ノート）

「海 の命」第３場面 ○第３場面を読み、課題を 【読むこと】 「海に生きる 」とは

を読 み、海の恵みを 確認する。 「今の太一は自然な どういうことか 「今、

」 、得て 生きようとして 太一の海に対する思いを 気持ちで」の文を、 の太一は とあるが

いる 太一の心の変化 読み取ろう。 以前の太一と比べて その前の太一 はどう

を、 以前の太一と比 ○「太一、ここはおまえの 考え、太一が海で生 だったのかを 考える

５ べて 話し合い、読み 海だ 「心から感謝して きていこうとする気 ことによって 、課題。」

。」 。取ることができる。 おります 「おかげさま 持ちを読み取ってい に近づくことを話す

でぼくも海で生きられま る。

す 」 に 着 目 し 、 話 し 合 （発言・ノート）。

う。

○ノートにまとめ自己評価

「海 の命」第４場面 ○第４場面を読み、課題を 【読むこと】 「夜も眠れな いよ」

を読み 太一と母の 確認する。 海は恐ろしいと思い と心配してい る母の、 、 、

海に 対する思いの違 太一と母の、海に対する 心配する母と、父の 思 い と 「 興 味 を も、

いを 考えることによ 思いを読み取ろう。 海に近づきたいと思 てなかった」 太一の

６ って 、成長した太一 ○母の会話や「母」で始ま う太一の気持ちを文 瀬の主を探し 求めて

が父 の海へもぐって る文章の内容と、太一が 章を根拠に比べて考 いる思いの違 いに気

いこ うとする心情を 感じる海への思いを比べ えている。 づけるように 、それ

読み 取ることができ ながら話し合う。 （発言・ノート） ぞれを比べて みるよ

る。 ○ノートにまとめ自己評価 うに話す。

「海 の命」第５場面 ○第５場面を読み、課題を 【読むこと】 太一が追い求 めてい

を読 み、悠然とした 確認する。 長い間追い求めてい た夢は、クエ を殺す

クエ の様子とそれを クエに対する太一の心の た瀬の主であるクエ ことをおさえ たうえ

見た 太一の心の動き 変化を読み取ろう。 に出会ったときの太 で、なぜ太一 は殺さ
７

を考 えることによっ ○探し求めていたクエに出 一の気持ちと、その ずおとうと考 えたの

て、 クエに対する太 会ってから、そのクエに クエをおとうとして か、その迷う 心が表

本 一の 心の変化を読み 向かって「おとう、ここ 考えるようになった れている文章 を探す

時 取ることができる。 におられたのですか」と 太一の気持ちの変化 よう話す。

言うまでの気持ちの動き を、文章を根拠に考

を 「興奮しながら 「泣 えている。、 」

き そ う に 「 ふ っ と ほ ほ （発言・ノート）」

えみ」の言葉に着目して

話し合う。

○ノートにまとめ自己評価

「海 の命」第６場面 ○第６場面を読み、課題を 【読むこと】 太一が年と共 に成長

を読 み、その後の太 確認する。 母の穏やかな様子、 していった様 子を、

一の 生き方を読み取 太一がどんな生き方をし 村一番の漁師であり 今までのノー トや仲

ることができる。 ていったのか 考えよう 続けた太一、海の命 間の意見から 考え、、 。

太一 の「生き方」に ○本当の一人前の漁師とは が続く訳をそれぞれ その後の太一 がどう
８

つい て、自分の言葉 どんな漁師のことか、文 今までの学習も基に であったか、 自分な

でま とめることがで 章から読み取り、話し合 進んで考えている。 りに予想をす るよう

きる。 う。 （発言・ノート） に話す。

○太一の生き方をノートに

まとめ自己評価



学習 計画に基づいて ○課題を確認する。 関心・意欲・態度 小澤氏の指揮 をして【 】

「今 、君たちに伝え 小澤さんはどんな人なの ＣＤ、ＤＶＤ、文章 いる姿、曲を 聴く中

たい こと」を読み、 かＣＤや を見て感想 それぞれから、小澤 で、感じたこ とを自DVD
小澤 征爾氏の活躍ぶ を発表しよう。 征爾氏に関心をもち 由に発表する よう声、

りや 人となりについ ○写真や活躍のＤＶＤから 繰り返し出てくる言 をかける。
９

て知る。 自由に感想を発表する。 葉を教科書からたく

○繰り返し出てくる言葉に さん探している。

着目し、小澤征爾氏の人 （発言・ノート）

となりを交流する。

○ノートにまとめ自己評価

「今 、君たちに伝え ○文章のまとまり、繰り返 【読むこと】 自分の経験と 結びつ

たい こと」で自分の しの言葉、文末表現に着 文章のまとまり、繰 けて心に響い た言葉

心に 響いた言葉を見 目して読み取ることを確 り返し出てくる言葉 はどれか、考 えるよ、

つけ 、その理由を考 認する。 文末表現などに着目 うに話す。

える。 自分の心に響いた言葉を して、小澤氏の考え 同じ単語が繰 り返さ

見つけ わけを考えよう をとらえている。 れていないか 文章を、 。

○「好きなことに熱中 「感 心に響いた小澤氏の 注意深く読む ように10 」

じる○○ ○○な心 思 言葉を見つけ、その 声をかける。」「 」「

いきりぶつかって など 理由を書いている。」 、

繰り返し出てくる言葉に （発言・ノート）

重点を置き、わけにつな

げる。

○ノートにまとめ自己評価

「生 きる」の各連で ○課題を確認する。 【読むこと】 各連に題名を 付ける

どのような 生きる 各連でどのような「生き ５つの連それぞれの ときに、それ ぞれの『 』

姿が 描かれているの る」姿が描かれているか 違った「生きる」を 連の中にある 言葉を

か読み取る。 読み取ろう。 言葉にこだわって見 使って作ると いいこ

○「生きているということ つけ、仲間と進んで とを話す。

／今生きているというこ 交流している。11
と」の文頭の言葉をおさ （発言・ノート）

え、それぞれの連に題名

、を付けるならどうなるか

話し合う。

○ノートにまとめ自己評価

３つ の作品に共通し ○学習のめあてと進め方を 【書くこと】 ただ感想を書 くだけ

てい ることは何か仲 確認する。 自分の考えを書き、 ではなく、書 く内容

間と 話し合うことで お父さんやお母さんに、 さらに仲間の意見も の題名として 『将来

考え を深め、自分の これからの「生き方」に 取り入れた、深まり の 夢 『 卒 業 に 向 け』

考え を文章にまとめ ついて自分の考えを伝え のあるまとめを書い て』といった 今の自12
ることができる。 る意見文を書こう。 ている。 分の状況から 考える

○自分がこれからどんな生 （発言・ノート） ように話す。13
き方をしていきたいかを

考え、文章にまとめる。

○仲間の考えも聞いて 「私、

の生き方」としてまとめ

る。

○自己評価


